
生産拠点における対応を重点的に、大気・水質・土壌・廃棄物の各分野で、今後も継続して中長期的な自主管理目標の達
成に努めるとともに、立地する事業所などの地域特性に合わせ、各事業所にて独自の取り組みも推進します。

「貢献」に対する取り組み事例

自然保護活動
● 30 by 30の推進
30 by 30（サーティ・バイ・サーティ）とは、2030年までに生物多様性の損失を食い止め、回復さ
せる（ネイチャーポジティブ）というゴールに向け、2030年までに陸と海の30%以上を健全な生態
系として効果的に保全しようとする国際的な目標です。住友化学は、有志の企業・自治体・団体か
らなる「生物多様性のための30 by 30アライアンス」に初期メンバーとして参画し、当社が管理す
る緑地等について30 by 30に資する自然共生サイトへの認定を目指し、生物多様性保全のさらな
る推進に貢献していきます。

● 自然共生サイトへの認定実証事業に参画（愛媛工場）
愛媛工場内にある御代島エリアは、もともと瀬戸内海の島でしたが、昭和期の
工場用地拡大の際の埋立てによって陸地とつながって陸繋島となり、現在は工
場内の緑地となっています。御代島エリアには、ハヤブサなど希少種の生息が
過去に確認され、生物多様性保全上の価値を有すると考えられたことから、環
境省が国内での30 by 30達成のための施策として展開する「自然共生サイト」
認定実証事業に2022年度に参画し、認定相当との評価を得ました。引き続き
緑地として保全を行い、自然共生サイトへの認定を目指します。

御代島エリア

土壌環境の改善
● 不耕起栽培の普及
不耕起栽培は、耕起作業を行わずに作物を栽培する農法であり、土壌保護や有機物の保全等環境面でのメリットが大きい
点に加えて、地中からのCO2の放出抑制に貢献するなど、温室効果ガス（GHG)排出削減の観点でも注目されています。当
社は作物の播種前に使用に適した除草剤を複数保有しており、これらの普及を通じて不耕起栽培の利便性を確保すること
で、本農法の普及に貢献します。

● 菌根菌による土壌肥沃化
菌根菌は土壌に存在する有用な微生物であり、植物の根と共生することで、植
物が光合成で生成した炭素化合物を得る一方で、植物の成長を促進する特性を
持っています。この特性により、土壌中の炭素化合物が増加し、炭素固定が促進
されることで大気中のCO2削減や土壌の肥沃化に貢献します。当社では、この
菌根菌を活用した技術開発に取り組んでおり、カーボンニュートラルの実現と食
糧問題の解決に向けて取り組んでいます。

■ 菌根菌の効果（検証中の仮説も含む）
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自然資本の持続可能な利用
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